
 

令和元年８月８日 

 

令和元年度第１回高等学校卒業程度認定試験の再試験の実施について 

 

 

記 

１．台風第８号の影響により中止となった会場についての再試験の実施 

台風第８号の影響により、下記の会場で第１日目試験を中止しましたので、該当す

る受験者を対象として再試験を実施します。（※カッコ内は対象となる出願者数） 

（１）対象の会場（対象者数：783 名） 

山口県（45）、福岡県（376）、佐賀県（73）、長崎県（51）、熊本県（58）、大分県（56）、

宮崎県（35）、鹿児島県（89） 

（２）対象の試験科目 

  物理基礎（101）、現代社会（418）、政治・経済（53）、国語（408）、英語（403）、 

数学（428）、科学と人間生活（389） 

 

２．運営上のミスによる再試験の実施 

以下のとおり、千葉県会場及び鳥取県会場の一部において、運営上のミスが判明し

ましたので、影響のあった受験者のうち再試験を希望する方を対象として、該当科目

の再試験を実施します。 

（１）千葉県会場（再試験対象者１名） 

８月６日の２限目について、「政治・経済」を受験すべきところ、試験室の誘導

ミスにより「現代社会」を受験した（本人もそのことに気付かなかった）。 

 

 

令和元年８月６日（火）、７日（水）に実施した令和元年度第１回高等学校卒業程度

認定試験について、下記のとおり、台風第８号の影響により、九州を中心に一部の会場

において、第１日目に予定されていたすべての科目の試験を中止としました。 

また、千葉県会場において試験室の誘導ミス、鳥取県会場において試験時間が確保で

きない運営上のミスが判明しました。 

文部科学省としては、運営上のミスによる影響のあった方に対して同日中にお詫びす

るとともに、これらの方々を対象として、再試験を実施することとしましたのでお知ら

せします。 

再試験を実施する会場名・場所等については、対象となる方に対して直接通知します。 



 

 

（２）鳥取県会場（再試験対象者２名） 

８月７日の２限目について、「日本史Ａ・Ｂ」の試験時間が１０時５０分～１１時

４０分（５０分間）のところ、鳥取県会場の一部において１０時４０分～１１時３０

分（５０分間）としたため、２名の受験者が試験の開始時間に間に合わず、それぞれ

約１分間、約５分間の試験時間の不足が生じた。 

 

３．再試験の日程等について 

 （１）日 程 令和元年９月３日（火）、９月４日（水） 

 （２）会 場 千葉県会場、鳥取県会場、山口県会場、福岡県会場、佐賀県会場、長崎

県会場、熊本県会場、大分県会場、宮崎県会場、鹿児島県会場 

 

（参考）令和元年度高等学校卒業程度認定試験 概要 

 

１．第１回試験 

（１）試験日 令和元年８月６日（火）、７日（水） 

（２）出願者数 １１，８６０名（うち矯正施設４９７名） 

（３）試験会場 全国４７都道府県及び矯正施設（９３施設） 

（４）試験科目及び時間割 

時   間 第１日目（8/6） 第２日目（8/7） 

9：30～10：20 物理基礎 倫  理 

10：50～11：40 現代社会、政治・経済 日本史 A・B、地理 A・B 

12：40～13：30 国  語 世界史 A・B 

14：00～14：50 英  語 生物基礎 

15：20～16：10 数  学 地学基礎 

16：40～17：30 科学と人間生活 化学基礎 

（５）結果通知 令和元年９月２日（月）発送予定 

２．第２回試験 

 （１）出願期間 令和元年８月２９日（木）～９月１２日（木）（消印有効） 

    ※再試験受験者は、出願期間を延長します。 

 （２）試験日 令和元年１１月９日（土）、１０日（日） 

    ※試験科目と時間割は第１回試験と同様です。 

 （３）結果通知 令和元年１２月５日（木）発送予定 

  
＜担当＞ 総合教育政策局生涯学習推進課 

  課長補佐      石川（内線 3721） 

  認定試験第二係主任 嘉数（内線 2024） 

   電話：03－5253－4111（代表） 

      03－6734－3267（直通） 


